
１．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法
 その他有価証券：決算日の市場価格等に基づく時価法による。

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法
 在庫品：各棚卸資産につき次の原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）による。

①　頒布品のうちRI　個別法による原価法
②　頒布品のうちRI以外のもの　先入先出法による原価法
③　原材料　個別法による原価法
④　消耗品　先入先出法による原価法

（３）固定資産の減価償却の方法
 有形固定資産：

定額法による。

 ソフトウエア：
法人内における利用可能期間（５年）に基づく定額法による。

 リース資産（所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る資産）:
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法による。

（４）引当金の計上基準

（５）キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲
 現金及び随時引き出し可能な預金を資金としている。

（６）消費税等の会計処理
 税抜方式による。

引取線源の引渡しに備えるため、引取線源の種類ごとに引渡しの可能性を検討し、合理的に算定した
引渡費用の見積額を計上している。

役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上している。

 引取線源引渡引当金：

 施設廃止引当金：

財務諸表に対する注記

 貸倒引当金：

 廃棄物処理処分引当金：
廃棄物処理処分引当金規程に基づき、期末協会保管RI廃棄物に係る処理処分費用に相当する金額を計
上している。

 退職給付引当金：
職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及び年金資産に基づき、当期末において
発生していると認められる額を計上している。

施設廃止に係る費用の支出に備えるため、合理的に算定した施設廃止費用の見積額を計上している。

一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘
案し、回収不能見込額を計上している。

 賞与引当金：
職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する金額を計上している。

 役員退職慰労引当金：



２．特定資産の増減額及びその残高

 特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円)

 

３．特定資産の財源等の内訳

 特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。
(単位：円)

減価償却累計額

ソフトウエア 1,334,410,867 1,228,846,638 105,564,229
合計 20,001,114,629 13,430,846,126 6,570,268,503

機械及び装置 4,824,619,159 1,144,949,774
車両運搬具 9,815,238 9,201,533 613,705

3,679,669,385

- (10,161,864,810) (34,675,273,374)

1,146,647,124
構築物 1,358,388,593 1,055,123,136 303,265,457

建物付属設備 3,360,043,348 2,213,396,224

科目 取得価額 当期末残高

建物 6,943,466,347 3,553,895,569 3,389,570,778

479,657,436

施設廃止準備資産 806,333,024 - (60,572,000) (745,761,024)

科目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）

設備投資等積立資産

- (587,508,800) -
合計 44,837,138,184

退職給付引当資産 708,741,900 - - (708,741,900)

引取線源廃棄積立資産 2,406,122,960 - (2,149,549,440) (256,573,520)

委託廃棄物処分準備資産 4,937,433,600 - (4,937,433,600)

2,072,160,800 - (2,072,160,800) -

特定資産

協会保管廃棄物処理処分引当資産 32,964,196,930 - - (32,964,196,930)

-

廃棄物処理施設建設積立資産

0 4,937,433,600

協会保管廃棄物処理処分引当資産 32,660,361,652 303,835,278 0 32,964,196,930

施設廃止準備資産 1,047,487,839 0 241,154,815 806,333,024

廃棄物処理施設建設積立資産 2,072,160,800 0 0
引取線源廃棄積立資産 2,348,778,445 57,344,515 0

0

設備投資等積立資産

工具器具備品 2,170,371,077 1,690,713,641

2,072,160,800
2,406,122,960

退職給付引当資産 704,908,825 3,833,075 0 708,741,900
委託廃棄物処分準備資産 4,692,401,576 245,032,024

特定資産

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

587,508,800

本部・研修施設建設積立資産 0 354,640,170 0 354,640,170

本部・研修施設建設積立資産 354,640,170 - (354,640,170) -

610,008,800 0 22,500,000 587,508,800
合計 44,450,506,857 964,685,062 578,053,735 44,837,138,184

本館建設積立資産 314,398,920 0 314,398,920

（うち負債に
対応する額）



５．キャッシュ・フロー計算書の資金の範囲

 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている金額との関係は以下のとおりである。

円 円

　 - 円 　 - 円
円 円

６．その他

（１）投資有価証券評価損益等の内訳
 投資有価証券評価損益等の内訳は次のとおりである。

円

円

円

（２） 金融商品の状況に関する事項
　① 金融商品に対する取組方針

　② 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制 

　当協会は、資金管理運用規程に従って安全性が高い金融商品に限定して運用している。また、当協会
が利用するデリバティブ取引は、デリバティブを組み込んだ複合金融商品（仕組債）のみであり、投機
目的のデリバティブ取引は行わない方針である。

　投資有価証券は債券、株式、投資信託及びデリバティブを組み込んだ複合金融商品（仕組債）であ
り、発行体の信用リスク及び市場価格の変動リスクにさらされている。なお、信用リスク及び市場リス
クの管理は資金管理運用規程に従って適正に行い、運用状況を理事会に報告している。

投資有価証券評価損益等 △ 200,305,165

5,423,732,381 7,184,311,012

前期末 当期末

現金預金勘定 現金預金勘定 7,184,311,0125,423,732,381

時価法による評価損益 △ 166,798,868
償還差損益

内訳 損益

預入期間が3ヶ月を
超える定期預金

預入期間が3ヶ月を
超える定期預金

現金及び現金同等物 現金及び現金同等物

△ 33,506,297


